




 

障害児の治療ケアは近年大きく様がわりを遂げようとしてきている。脱施設化、治療から

ケア、ケアより自立へ、療育サービスの地域拡散等々。本研究班は、健診を通してみつけ

られた障害児のための療育サービスの地域拡散の方法を、従前よりある社会資源を活用す

る方向で模索する目的で組まれた。療育サービスの地域拡散の具体的展開として、センタ

ー病院施設で待つ専門家ではなく地域へでてゆく療育の模索を検討するため、まず以下の

諸点に関する調査研究を実施した。 

(1)健診事後措置における児童相談所の役割と評価 

(2)医療と福祉の連携をはかる一モデル機関の実態 

(3)医療・福祉資源の乏しい沖縄県離島における心身障害児療育システム 

(4)先天性心疾患児のケア 

(5)和歌山県における 1才 6ヵ月児健診と事後措置の実態 

(6)「障害児保育」と「保育所における育児相談」の実態と問題点 


